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1.はじめに ―本研究の目的・背景・意義―

◆目的
食品ロス・食品廃棄物（Food Loss and Waste; FLW）
の発生要因と改善策を分析すること。

◆背景
近年、FLWに対する問題意識が世界的に高まっている。

➢ 全人口76億人に行き渡る食
料があるが、8億2100万人が
飢餓に苦しんでいる

➢ FLWは年間約13億トン
➢ 人の消費のために生産された

食料約40億トンのうち、およそ
3分の1が廃棄されている

世
界

➢ FLWは年間約650万トン
➢ 国連世界食糧計画が全世界

で実施する食糧支援は、年間
約380万トン

➢ 日本一国だけでもこれの2倍に
近い量が廃棄されている

日
本
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1.はじめに ―本研究の目的・背景・意義―

➢ 世界の人口は、2050年には95億人に・・・

➢ 食品が捨てられると、生産に使われた土地や
➢ 水、労力、資材がすべて無駄になる。

飢餓の
拡大

処理に伴い発生する温室効果ガスは、干ばつなどの
自然災害の一因となり、農業に打撃を与える悪循環
が起こる。

経済的損失は、7500億米ドル(約82兆円)に達する
と試算されている。
これは、日本の国家予算101兆円(2019年度)の
8割を超える額。

FLWは、環境や経済にも悪影響を及ぼしている
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1.はじめに ―本研究の目的・背景・意義―

➢ 2015年9月の国連サミットで
➢ 「我々の世界を変革する：持続可能な開発のための

2030アジェンダ」が採択された。

持続可能な開発目標
(Sustainable Development Goals; SDGs)

ターゲット12.3
「2030年までに小売・消費レベルにおける世界全体の一人当たりの食料
の廃棄を半減させ、収穫後損失などの生産・サプライチェーンにおける食
料の損失を減少させる。」

➢日本では、2019年に「食品ロス削減推進法」が成立・施行。

FLWに対する問題意識が国内外で高まっている
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1.はじめに ―本研究の目的・背景・意義―

◆意義

日本では、FLWは
「もったいない」とい
う倫理的な観点で、
議論や対策がされ
ている。

倫理的な観点から
FLWの削減に取り
組むのは正しいこと
だが、それだけでは
FLWの本質的な
解決にはならない。

FLWの様々な影
響を客観的に見る
ことで、「もったいな
い」という観点以外
にも削減すべき意
義が認識できる。
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2.FLWの現状と影響

◆ 表2.1 日本の食品ロス(推計)の経年変化

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

食品ロス（年間） 642万トン 632万トン 621万トン 646万トン 643万トン

国民1人当たり換算 50kg 50kg 49kg 51kg 51kg

出所:消費者庁(2019c)。
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➢ 日本の食品廃棄物等は、年間2,759万トン。

➢ そのうちFLWは、平成28年度において、643万トン。

事業系廃棄物由来：約352万トン

家庭系廃棄物由来：約291万トン

➢ 国民1人当たりに換算すると51kg。

年間1人当たりの米の消費量(約54kg)に相当する量を廃棄している。
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2.FLWの現状と影響

◆ 表2.2 生産流通段階・消費段階におけるFLWの地域別発生量(kg/人・年)

出所:FAO(2011a)、小林(2018)より筆者作成。
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金額
先進国：約6,880億ドル
途上国：約3,100億ドル

食料の消費量
先進国：6億7,000万トン
途上国：6億3,000万トン

途上国より
先進国の方が

食料の消費量に対する
FLWが多い
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2.FLWの現状と影響

◆ 表2.3 食品廃棄物の地球環境への主な影響
環境への影響 単位 世界 OECD諸国 非OECD諸国
GHG排出量 Gt CO₂e * 3.49 0.75 2.74 
土地占領 Million ha 0.90 0.21 0.70 

水の使用 km³ 306 24 282 

土壌侵食 Gt soil lost 7.31 1.00 6.31 
森林破壊 Million ha 1.82 0.16 1.66 

費用 世界 OECD諸国 非OECD諸国

GHG排出量 394 85 309 
森林破壊（土地占領の代わりとして） 2.9 0.3 2.6 

水の使用 7.7 2.2 5.5 
水不足 164 14 150 
水質汚染 24 13 11 
土壌侵食 34.6 16.4 18.2 
生物多様性 9.5 4.4 5.2 

健康（急性農薬発生費用） 8.0 0.8 7.2 
生活（大人） 228.6 7.8 230.8 
個人の健康（大人） 102 2.8 99.2 
紛争（conflict)（大人） 248.9 n.a. n.a.
合計 224.2 146.7 838.7 

◆ 表2.4 食品廃棄物による社会的影響の費用(年間10億米ドル-2012年の価値)

出所:FAO(2014b)より筆者作成。
*10億を意味するG(ギガ)を付けた、Gt(ギガトン)という単位。

出所:ibid. 9
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3.分析フレームワーク

◆Blakeney(2019)内の分析フレームワークを使用し、FLW
の発生要因と対策を考察した。

① 最新の文献としてFLWを取り上げている
② FLWの発生要因と対策に関して、体系的にまとめられ

ている

輸送収穫前

マクロレベルの
原因

収穫後 保管

食品加工 卸売と小売 「おもてなし」

非営利団体 家計消費
メゾレベルの

原因

➢FLWの発生要因
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3.分析フレームワーク

➢ FLWの改善策

収穫前
収穫後の

保管
販売 包装

食品の
再分配

接客業 家庭部門
食品廃棄物

の変換

値下げ(Price Reductions) ・有効期限が近い食品　　　　     　  ・見た目の悪い食品

販売促進(Sales Promotions)
・複数購入の促進の削除(cutting back multi-buy promotions)

・一括購入による割引の削除

販売

(Marketing)

製品の選択(Product Choice)
・重複する食品の排除
・熟成段階の異なる提供「すぐに食べられる・自宅で熟す」

食品規格の改訂(Revised Food Product Standards) ・見た目が悪いものの受容

新製品の開発(Development of New Products) ・地元の市場からの余剰食品を飲み物やスープにリサイクルする

新しいプロモーション提供の開発

(Development of New Promotion Offers)
・「購入する、あとで購入する」

包装

(Packaging)

保護包装(Protective Packaging) ―

複数のパッケージ(Multiple Packages) ・複数のパッケージを削除する

スマートパッケージング(Smart Packaging) ・使い切りやすいパッケージ　             ・再梱包パッケージ

有益な包装(Informative Packaging)
・厳密な推奨販売期限(sell-by dates)を削除する

・推奨販売期限を消費者に知らせる

収穫後の保管

(Post-harvest

Storage)

密閉収納(Sealed Storage) ・密閉された穀物袋　　　　　     　  ・三重の袋詰め(triple bagging)

乾燥保管(Dry Storage)

・天日干し　　　　　　　        　　　 ・ドライチェーン

・赤外線　　　　　　　　　     　　    ・ソーラードライヤー

・携帯ドライヤー　　　　　　     　    ・噴流層乾燥

・対流式ドライヤー　　　　　　         ・乾燥材

金属の倉庫、容器等(Metal Silos) ―

低温流通体系保管(Cold Chain Storage) ―

変数 改善策 取り組み／提案

収穫前

(Pre-harvest)
農学的実践(Agronomic Practices) ・肥料の管理、土壌添加物、水の管理、害虫と疫病の管理

食品の再分配

(Food

Redistribution)

フードバンク(Food Banks)

・アメリカでの賄い(Feeding America)

・「揺り動かして終わりにしよう」(アメリカ)

・料金共有協会(fare share association)(英国)

食品廃棄物の変換

(Conversion of

Food Wastes)

―
・発酵　　　　　　　　　　　　         ・嫌悪性消化

・焼却　　　　　　　　　　　　　     ・水熱炭化

業界の運動(Industry Campaigns)

・「食べ物を無駄にしない」運動(フランダース)

・「食品廃棄物の削減に関するパートナーシップ」(デンマーク)

・「廃棄物に対して団結する」(united against waste)(ドイツ)

非営利団体による取り組み

(Non-profit Institutional Initiatives)

・学校教育　　　　　　　　　　         ・食品廃棄物の監査

・高等教育機関　　　　　　　　         ・病院

ケータリング習慣の修正

(Modifying Catering Practices)

・「食べ放題」のレストランの中止

・削減量(reduced portions)                     ・小さい盛り皿

・余った食べ物や食べ残しを家に持ち帰ることを許可する

ホスピタリティ
セクター

（接客業）

(Hospitality Sector)

― ・コースの数を減らす

家庭部門

(Household sector)

振る舞いを見直す

(Modifying Behaviours)

・社会の改革：EUの融合(廃棄物防止戦略の最適化による

　社会イノベーションのための食品利用)計画

・買い物の仕方を見直す

意識向上

(Awareness Raising)

・国連事務総長の「ゼロ・ハンガー・チャレンジ」

・廃棄物資源アクションプログラム(WRAP)、

　食料を愛し廃棄を減らそう(LFHW)キャンペーン

・食品廃棄物チャレンジ(米国)

・「空の皿」キャンペーン(中国)

・「ハーフボウル」キャンペーン(韓国)

・「食べ物を無駄にするのはやめよう」キャンペーン(デンマーク)

業界の指針(Industry Guidelines) ・HOTREC(ホテル・レストラン・喫茶店及び関連業種の全国使用者連盟)

出所:Blakeney(2019)より筆者作成。

収穫後の保管

(Post-harvest

Storage)

密閉収納(Sealed Storage) ・密閉された穀物袋　　　　　     　  ・三重の袋詰め(triple bagging)

乾燥保管(Dry Storage)

・天日干し　　　　　　　        　　　 ・ドライチェーン

・赤外線　　　　　　　　　     　　    ・ソーラードライヤー

・携帯ドライヤー　　　　　　     　    ・噴流層乾燥

・対流式ドライヤー　　　　　　         ・乾燥材

金属の倉庫、容器等(Metal Silos) ―

低温流通体系保管(Cold Chain Storage) ―

変数 改善策 取り組み／提案

収穫前

(Pre-harvest)
農学的実践(Agronomic Practices) ・肥料の管理、土壌添加物、水の管理、害虫と疫病の管理
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3.分析フレームワーク

12

発生要因
➢ 開発途上国でのFLの発生要因
➢ 返品慣行(3分の1ルール)と供給過剰
➢ コンビニエンスストアのFLW

改善策
➢ 法整備
➢ 企業活動
➢ 開発途上国におけるFL削減への取り組み



LOGO

4.結論

◆FLWの発生要因は、

①開発途上国における食品ロス(Food Loss; FL)
②先進国における食品廃棄物(Food Waste; FW)

サプライチェーンの川上である、農作物の収穫や貯蔵、運搬、
加工の段階で発生する。

①開発途上国におけるFL

➢ 開発途上国は、農業の知識や技術、資金が不十分であ
り、先進国と比べて農業の合理化が進んでいない。

➢ 先進国では捨てることなくサプライチェーンの次の段階へ進
むものを、捨ててしまっている。

➢ そのため、FLの発生と、生産者が農作物と引き換えに得
られるはずだった金銭の損失を招いている。
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4.結論

◆先進国の支援が必須。
✓ 生産性の高い農業の知識や技術、FLが発生しにくい

貯蔵・加工方法などの技術移転
✓ 設備や資金の援助
➢ 世界銀行が発行している「サステナブル・ディベロップ

メント・ボンド」の追加発行
◆特に支援が必要なのは、農業の収穫前における対策。
✓ 肥料の管理、土壌添加物、水の管理、害虫と疫病の

管理など
◆インフラが不十分であるが故のFLも発生しており、その改善

を視野に入れた継続的な支援が求められる。
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4.結論

② 先進国におけるFW

サプライチェーンの川下である、卸売や小売、消費の段階で
発生する。

◆先進国である日本では、まだ食べられる商品が多量に捨てられ
ている。
➢ 商品の供給過剰を発生させる商習慣

➢ (3分の1ルール、コンビニエンスストアの顧客第一主義
など）

➢ 消費者の価値観・経済観念
➢ (小売店に並べられる商品の品揃えや見た目に対して、

必要以上の水準を求める)

✓ FWを削減するためには、この当たり前のようになっている
認識を改める必要がある。
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4.結論

◆日本における「もったいない」は大切なことであるが、それだけ
ではFLWの本質的な解決にはならない。
✓ 地球環境への影響や社会的影響の費用などを知る
✓ 消費者がFLW削減の意識を高める

◆接客業における対策も重要。
✓ 企業のマニュアルをFLW削減に対応させる
✓ 従業員の教育を行う
✓ 業界全体の意識の向上
✓ 業界内の連携した対策

◆食品ロス削減推進法の施行が後押しとなる。
✓ 消費者の理解が不可欠

◆業界と消費者が一丸となって、FW削減に取り組まなければ
ならない。
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